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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）、またはブル
ーレイディスク（ＢＤ）を保持するためにディスクケース内に介装される基板５の上に中
央の表裏にディスクの中心孔と係合するディスク保持体の突設されたディスクトレイにお
いて、
　前記ディスク保持体１０は、ディスクトレイ３の中央となる中心部２０と、該中心部の
周囲が円弧状に１２分割された形状となるように、一つ置きに中心部からコ字型に切り離
されて切設された略扇型の第一面のディスク係合片３０および第二面のディスク係合片４
０と、該中心部から放射状に延設された放射補強部６０と、該放射補強部の縁端にディス
ク係合片の中心部に近い先端と円環状を形成するように突設された円環補強部６２と、該
ディスク係合片と中心部と基板との間に切設されたコ字形貫穿７０と、からなり、
　ディスク係合片は、ディスクトレイの第一面のディスク係合片３０側と第二面のディス
ク係合片４０側に一つ置きに立設されるとともに、第一面（表側Ａ）のディスク係合片３
０の中心部に近い先端にディスクを係合するためのディスク係合凸部３２と、ディスクト
レイの第二面（裏側Ｂ）のディスク係合片４０の先端にディスクを係合するためのディス
ク係合凸部４２と、さらに、該ディスク係合片３０、４０のディスク係合凸部の設けられ
た面に対抗する反対側の面３４、４４にディスク係合片の基端を結ぶ弧線状にディスク係
合片に弾性力を持たせるための浅溝８０、８２と、からなる構成であるとともに、
　前記ディスク係合片は、ディスクを確実に保持するためにディスク係合片の側面に設け
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られた挟持面３６、４６と、ディスク係合凸部の先端に形成された基部より幅厚の係合凸
部先端３２ａ、４２ａとからなり、更に、ディスク係合凸部の中心から外側に向けて根元
から先端へ設けられた挟持面３６、４６が基板の垂線に対し、略１５度ディスク側に傾い
た構成であり、
　前記ディスク保持体は、第一面と第二面に装着されたそれぞれのディスクの脱着の際に
、第一面（表側）のディスク係合片の係合圧力が第二面（裏側）のディスク係合片に影響
を及ぼさないように、第一面と第二面の保持体がコ字形貫穿７０を介して独立した構造で
あり、更に、ディスクの磁気面と基板５とが摩擦接触しないように円環補強部６２から傾
斜部９０が基板の平面に向かって設けられていることを特徴とするディスク保持体の設け
られた２枚ディスクトレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）、
または、ブルーレイディスク（ＢＤ）を収容保管するためのディスクケース内に介装され
るディスクトレイに装備されるディスク保持体の構造に関し、特に、ディスクを表面と裏
面の両面に１枚ずつ計２枚のディスクを保持係合することが可能であり、更に、第一面（
表側）にディスクを保持係合する際にディスク係合片にかかる押圧力が第二面（裏側）の
ディスク係合片に影響を及ぼさずに両面にディスクを確実に保持することを可能にしたデ
ィスク保持体の設けられた２枚ディスクトレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンパクトディスク（以下ＣＤ）、デジタルバーサタイルディスク（以下ＤＶＤ）やブ
ルーレイディスク（以下ＢＤ）等は、今日では映像から文章データまで幅広く利用され、
様々な分野において普及しており、それに伴いそれぞれのディスクを収容保管するケース
も様々な形状のものが開発・製造されている。更に、記録情報の増大に伴うディスク枚数
の増加、または、再生機器の普及によりＣＤ等に特典映像ＤＶＤを付加するなどのサービ
スが増えたことにより、２枚のディスクを１つのディスクトレイの両面に保持することで
高効率に収納することが可能な様々な保持機構が開発されている。
【０００３】
ＣＤ、ＤＶＤ、ＢＤは、同様の形状のケースに収められているが、それぞれの種類のディ
スクの形状は厳密には同一ではなく、中心孔のサイズ、ディスクの厚み、全体の直径等、
全てにおいて異なる寸法で形成されている。また、異なる規格に基づいて製造されている
ため、それぞれの種類のディスクにより、係合保持するための適切な保持圧力も異なる。
そのため、ＣＤを保持する機構とＤＶＤを保持する機構、または、ＢＤを保持する機構は
異なり、それぞれのケース毎の保持機構を開発しなければならなかった。
【０００４】
従来のディスク両面保持タイプの２枚ディスクトレイは、片面に１枚のディスクのみを保
持する片面タイプの保持体をディスクトレイの裏面に同様に形成し、表裏全てのディスク
係合片はディスク保持体の中央部と連結されており、表面と裏面のディスク係合片は一体
部品として構成されているため、十分な弾力性を確保できず、第一面（表側）の係合圧力
が第二面（裏側）のディスク係合片に影響を及ぼす構造のものが多かった。
【０００５】
　第一面（表側）のディスク係合片に生じる係合圧力が第二面（裏側）のディスク係合片
に作用してしまう構成では、第一面（表側）のディスク係合片は、ディスクの中心孔に押
圧されてディスク中心方向に縮径され、第二面（裏側）のディスク係合片は、第一面（表
側）に係合されたディスクの中心孔によりディスクの縁端方向に押し広げられる形となっ
て押圧され、ディスク係合片の口径が拡径されてしまう問題が発生していた。
【０００６】
　大量生産されたＣＤ等のディスクは、係合用作業工程で、まず第一面（表側）をディス
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クトレイに係合保持させ、その後、第二面（裏側）を係合保持させるという作業工程が取
られるのが一般的である。当該工程において、第一面（表側）のディスクの係合保持が完
了した時点で、第二面（裏側）のディスク係合片の口径は拡径されている。この状態で、
次なる第二面（裏側）のディスク係合作業を行うと、広径となったディスク係合片に第二
面（裏側）ディスク中心孔が上手く嵌合せずに生産ラインが停止してしまうという問題が
発生していた。
【０００７】
　従来の表裏一体型のディスク係合片は、第一面（表側）のディスク係合片の押圧力の影
響を直接的に受ける上、更に表裏一体型はディスク係合片の弾力性が低いため、押圧力に
より、かしめられて拡径されてしまった第二面（裏側）のディスク係合片は非常に反発力
が強く、作業工程で使用されるディスク係合用機械の押圧力の設定が低い場合にはエラー
が多発し、反発力を十分超える押圧力を設定すると、ディスクまたはディスクトレイの破
損が発生してしまうという事態も発生しかねない状態となっていた。
【０００８】
　従来の表裏一体型のディスク係合片を有するディスク保持体に係合保持された表裏２枚
のＣＤ等のディスクには、両面のディスク中心孔が互いのディスク係合片を押圧する相互
作用で非常に高い係合圧力がかかってしまう構造となっている。そのため、一般の需要者
が手でＣＤ等のディスクを脱着する際に、ディスクが撓む程の負荷をかける必要があり、
微細なキズでも大きな影響が発生する繊細な磁気記録面を損傷してしまう虞があった。
【０００９】
表裏一体型（一体形成）であっても、ディスク係合片を薄く形成すれば高い弾力性を持た
せることは可能ではあるが、ディスク係合片を薄く形成すると製品強度が下がり、ディス
ク係合片が容易に破損してしまうという結果を招くこととなるため、十分な厚みを維持し
たまま十分な弾力性を確保したディスク係合片の開発が望まれていた。
【００１０】
　そのため、第二面（裏側）のディスク係合片が、第一面（表側）のディスク係合片の係
合圧力の影響を受けずに、十分な弾力性と係合保持力を備えた２枚ディスクトレイであり
、更に、種々の異なる規格に基づいて製造されているＣＤ，ＤＶＤ，ＢＤ全てに対応可能
な保持機構を有するディスク保持体を備えた２枚ディスクトレイの開発が望まれていた。
【特許文献１】特開２００４－１８９２７７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
上記の問題を解決するために本発明のディスク保持体の設けられた２枚ディスクトレイは
、表面と裏面に一つ置きにディスク係合片３０、４０を設け、第一面（表側Ａ）と第二面
（裏側Ｂ）にそれぞれ独立してディスクを係合することにより、第一面にディスクを保持
係合する際にディスク係合片にかかる押圧力が第二面（裏側）のディスク係合片に影響を
与えずに干渉の低減された状態で両面にディスクを保持することが可能であるとともに、
表裏のディスク面の独立性を保つためにディスクトレイと接触しないように非接触状態で
係合されているディスクの磁気面が、着脱時のディスク及びディスクトレイの歪みにより
摩擦接触することを防止するように傾斜部が設けられた２枚ディスクトレイを提供するこ
とを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の目的を達成するために本発明に係るディスク保持体の設けられた２枚ディスクト
レイは、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）、また
はブルーレイディスク（ＢＤ）を保持するためにディスクケース内に介装される基板５の
上に中央の表裏にディスクの中心孔と係合するディスク保持体の突設されたディスクトレ
イにおいて、　前記ディスク保持体１０は、ディスクトレイ３の中央となる中心部２０と
、該中心部の周囲が円弧状に１２分割された形状となるように、一つ置きに中心部からコ
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字型に切り離されて切設された略扇型の第一面のディスク係合片３０および第二面のディ
スク係合片４０と、該中心部から放射状に延設された放射補強部６０と、該放射補強部の
縁端にディスク係合片の中心部に近い先端と円環状を形成するように突設された円環補強
部６２と、該ディスク係合片と中心部と基板との間に切設されたコ字形貫穿７０と、から
なり、ディスク係合片は、ディスクトレイの第一面のディスク係合片３０側と第二面のデ
ィスク係合片４０側に一つ置きに立設されるとともに、第一面（表側Ａ）のディスク係合
片３０の中心部に近い先端にディスクを係合するためのディスク係合凸部３２と、ディス
クトレイの第二面（裏側Ｂ）のディスク係合片４０の先端にディスクを係合するためのデ
ィスク係合凸部４２と、さらに、該ディスク係合片３０、４０のディスク係合凸部の設け
られた面に対抗する反対側の面３４、４４にディスク係合片の基端を結ぶ弧線状にディス
ク係合片に弾性力を持たせるための浅溝８０、８２と、からなる構成であるとともに、　
前記ディスク係合片は、ディスクを確実に保持するためにディスク係合片の側面に設けら
れた挟持面３６、４６と、ディスク係合凸部の先端に形成された基部より幅厚の係合凸部
先端３２ａ、４２ａとからなり、更に、ディスク係合凸部の中心から外側に向けて根元か
ら先端へ設けられた挟持面３６、４６が基板の垂線に対し、略１５度ディスク側に傾いた
構成であり、前記ディスク保持体は、第一面と第二面に装着されたそれぞれのディスクの
脱着の際に、第一面（表側）のディスク係合片の係合圧力が第二面（裏側）のディスク係
合片に影響を及ぼさないように、第一面と第二面の保持体がコ字形貫穿７０を介して独立
した構造であり、更に、ディスクの磁気面と基板５とが摩擦接触しないように円環補強部
６２から傾斜部９０が基板の平面に向かって設けられている構造である。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のディスク保持体の設けられた２枚ディスクトレイは上記詳述したような構成で
あるので以下のような効果を奏する。
１、本発明のディスク保持体は、表面と裏面が独立性を保持するように個別に構成されて
いる２枚ディスクトレイであり、お互いに影響・干渉すること無く確実に干渉低減状態で
装着・離脱をすることが出来る。また、補強部６０、６２を設けて基板５と中心部を結合
させたことにより、中央に集中して複数のコ字形貫穿７０が切設されたディスク保持体に
十分な強度が確保することが可能である。
　また、ディスク係合片３０、４０のそれぞれの反対側の面３４、４４に浅溝８０を設け
たことにより、ディスク係合片に大きな弾力を持たせている。
【００１７】
２．ディスク係合片の側面にディスクを確実に保持するための挟持面３６、４６を設け、
ディスク係合凸部の中心から外側に向けて略１５度ディスク側に傾けて形成することによ
り確実にディスクを底面より少し浮かせた状態で係合保持することが可能である。
３．ディスク係合片を第一面（表側）と第二面（裏側）に交互にコ字形貫穿７０を介して
独立した状態で設けることにより、ディスクの脱着時、および、係合状態において、第一
面（表側）のディスク係合片の脱着・係合圧力が第二面（裏側）のディスク係合片に影響
を及ぼさないという効果がある。
４．円環補強部６２から基板の平面に向かって設けられた傾斜部により、ディスクの磁気
面が基板と摩擦抵触しないように表裏が独立に構成されているため、脱着時、または、デ
ィスクを係合した状態での携行・搬送などにおいて、摩擦・干渉を低減した状態でディス
クの磁気面を保護することが可能となっている。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係るディスク保持体の設けられた２枚ディスクトレイの正面図
【図２】本発明に係るディスク保持体の設けられた２枚ディスクトレイの側面図
【図３】本発明に係るディスク保持体の正面図
【図４】本発明に係るディスク保持体のＡ－Ａ’断面図
【図５】本発明に係るディスク保持体のＢ－Ｂ’断面図
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に本発明に係るディスク保持体の設けられた２枚ディスクトレイを図面に示す実施
例に基づき詳細に説明する。
　本発明に係るディスク保持体の設けられた２枚ディスクトレイのディスク保持体１０は
、ディスク１をディスクトレイ３の基板５の上に係合保持する突起で、中心部２０と、デ
ィスク係合片３０（第一面または表側）、４０（第二面または裏側）と、放射補強部６０
と、円環補強部６２と、コ字形貫穿７０と、第二面（裏側）に設けられた浅溝８０と、第
一面（表側）に設けられた浅溝８２と、傾斜部９０とからなる構成である。ディスクトレ
イ３は、２枚のディスクを両面で係合保持するものであり、第一面（表側）と反対側とな
る第二面（裏側）とからなる構成である。
【００２０】
　中心部２０は、ディスクトレイ３の中央に位置する補強部であり、中央から６方向に放
射状に延びる第一面と第二面の両面に凸設された突条からなる放射補強部６０と、中心部
の周縁の両面に円環状に凸設される突条からなる円環補強部６２とからなり、基板５の上
に突設されている構成である。中心部２０は、ディスクトレイの中央に装備されるディス
ク保持体の中心であり、ディスク脱着の際に押圧による負荷がかかる部位であるため表裏
両面に凸条からなる放射補強部６０および円環補強部６２により補強が施され、亀裂など
の破損を防止する構造となっている。
【００２１】
　ディスク係合片３０は、中心部の外縁の基板５に切設された扇状の切込みで、第二面（
裏側）に浅溝８０の設けられているその基端３８は、基板５と一体に形成されており、基
板５から基端を残して扇形に切り離され立ち上げられた構造である。ディスク係合片３０
は、ディスク係合凸部３２と、係合凸部先端３２ａと、挟持面３６と、第二面（裏側）に
設けられた浅溝８０とからなる。本実施例では、基板５の中心部２０の周囲を円弧状に１
２分割し、一つ置きに結合凸部を立ち上げた状態でディスク係合片３０、４０は形成され
ている。また、略扇形ディスク係合片３０は、基端３８が基板５と一体に形成されている
が、他の３辺は基板５から切り離された構造であり、基端を除いてコ字状の貫穿７０を介
して中心部２０とは接しない構成となっている。ディスク係合片３０は、基板５を形成す
る樹脂の薄板で一体的に構成されているため、押圧に対する弾力は有するが、押圧に対す
る耐性が不足する可能性があるので、表裏両面に凸条からなる放射補強部６０と円環補強
部６２が設けられている。
【００２２】
　ディスク係合凸部３２は、ディスク係合片３０に設けられているディスクの係合部で、
係合凸部先端３２ａと、挟持面３６とからなり、ディスク係合片３０の中心部に近い先端
を基板５に対して略垂直に曲折させＬ字形に立ち上げ形成されている。挟持面３６でディ
スクの中心孔を係合保持する構成である。反対面である第二面（裏側）に浅溝８０を設け
ることにより、ディスク係合片３０に弾力性を持たせているが、ディスク係合凸部３２自
体にも弾力性があり、ディスクの脱着時に生ずる押圧力によりディスク中心孔に対して反
発力を生ずる構成である。本実施例では、基板５の中心部２０の周囲を１２分割して、一
つ置きに６つのディスク係合片を形成しており、第一面と第二面（表裏）にそれぞれ３つ
のディスク係合片を形成している。分割する割合は、１２分割に限定されるものではなく
、１６分割して８つのディスク係合片を設けて表裏それぞれ４つのディスク係合片を形成
することも可能である。
【００２３】
　挟持面３６は、ディスクの中心孔に係合する面であり、ディスク係合片３０の先端に立
設されたディスク係合凸部３２に設けられており、ディスク係合凸部３２のディスク中心
孔に接触する側に形成される構成である。挟持面３６は、ディスク係合片３２の根元から
先端へ向けて、基板の垂線に対して略１５度の傾斜が形成されている。この傾斜を設ける
ことによりディスクがディスク係合片から離脱することを防止し、十分な弾力性を有する
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ディスク係合片３０と挟持面３６により、適度な押圧力で様々な種類サイズのディスク孔
に対応し、適切にディスクを係合保持することが可能な構造となっている。
【００２４】
　第二面のディスク係合片４０は第一面のディスク係合片３０と同様の構造であり、ディ
スク係合凸部４２と、係合凸部先端４２ａと、挟持面４６と、第一面（裏側）に設けられ
た浅溝８２とからなる。基板５の中心部２０の周囲を円弧状に１２分割し、一つ置きに立
ち上げ形成され、コ字状の貫穿７０を介して中心部２０に接しない構成となっている。デ
ィスク係合片４０のディスク係合凸部の設けられた面に対抗する反対側の面４４には、デ
ィスク係合辺の基端を結ぶ円弧線状に第一面（表側）の浅溝８２が削設されており、ディ
スク係合片４０に弾力性を持たせる構成である。
【００２５】
　ディスク係合凸部４２は、係合凸部先端４２ａと、挟持面４６とからなり、ディスク係
合片４０の中心部に近い先端を基板５に対して略垂直に曲折させＬ字形に形成され、挟持
面３６でディスクの中心孔を係合保持する構成である。
【００２６】
　挟持面４６は、ディスク係合片４０の先端に立設されたディスク係合凸部４２に設けら
れており、ディスク係合凸部４２のディスク中心孔に接触する側に形成された構成である
。挟持面４６は、ディスク係合凸部４２の根元から先端へ向けて略15度の傾斜が形成され
ている。
【００２７】
　基板５は、２枚のディスク（ＣＤ、ＤＶＤ、ＢＤ）を保持するためにディスクケースに
介装されるディスクトレイであって、中央の表裏にディスクの中心孔と係合するディスク
保持体１０が突設された構成である。基板５の中心部２０の周囲を円弧状に１２分割し、
コ字状の貫穿７０を切設し、ディスク係合片３０、４０と、円環補強部６２を押出形成し
てディスク保持体をディスクトレイの中央の表裏に装備する構成である。
【００２８】
　放射補強部６０は、第一面および第二面の両面に設けられる放射状に延びる複数本の突
条であり、ディスク保持体の中心から各円環補強部６２へ向けて延伸され、円環補強部６
２と一体形成されている構成である。放射補強部６０は、中心部２０およびディスク保持
体１０全体を補強する部材であるため、基板５の厚みよりも厚く形成されている。放射補
強部６０は、ディスクの中心を１６分割してディスク係合片を片側４枚ずつに形成した場
合は、中心から形成される放射状の突条は８本となる。また、放射補強部６０はディスク
保持体の強度が保てる構成であれば、必ずしも放射状に形成する必要はなく、様々な形状
とすることも可能である。
【００２９】
　円環補強部６２は、第一面および第二面の両面に設けられる凸条であり、脇に強度を補
強するための傾斜部９０を具有する構成である。円環補強部６２は、各ディスク係合片３
０と４０の間の基板上に中心部を囲んで１２分割したディスク係合片を除いた部分に一つ
置きの円環状に形成され、ディスク中心部およびディスク保持体自体を補強する構成であ
る。円環補強部６２は、ディスク係合凸部３２、４２よりも、やや低く（短く）、また、
係合保持されるディスクの表面の高さよりも高く形成され、基板５に放射補強部６０と一
体的に凸条に形成されている構成である。円環補強部６２は、収納されたディスクを安定
させる機能を持つ中心孔と同一の円環状の突起であり、弾力性の高いディスク係合片３０
、４０に係合保持されたディスクが衝撃により係合されたままディスク係合片３０、４０
の可動範囲内で移動することを円環状の突起で防いでいる。円環補強部６２は、係合時に
ディスクを安定させることが可能であればよく、ディスク係合凸部のような係合面は不要
であり、かつ、本実施例の形状・高さに限定されるものではない。
【００３０】
　コ字形貫穿７０は、ディスク保持体１０の中心部２０の周囲を円弧状に１２分割して形
成した略扇形のディスク係合片３０、４０の基端部分を残して基板５から分離させるため
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に切設された、３辺を切り離すコ字型の長孔であり、放射補強部６０と円環補強部６２で
補強された中心部２０から、弾力性を有するディスク係合片３０、４０を離隔させる構造
である。中心部２０とディスク係合片３０、４０の先端を離隔させることで、一つ置きに
立設させたディスク係合片３０、４０の第一面（表側）にかかる係合圧力が第二面（裏側
）のディスク係合片に影響を及ぼさない構造としたものである。
【００３１】
　第二面（裏側）の浅溝８０は、ディスク係合片３０のディスク係合凸部の設けられた面
に対抗する反対側の面３４に、ディスク係合片の基端に円弧線状に削設された浅溝であり
、ディスク係合片３０に弾力性を持たせる構造である。
　同様に、ディスク係合片４０のディスク係合凸部４２の突設された面の反対側（裏側）
にディスク係合片４０の基端を円弧状に結ぶ第一面（表側）の浅溝８２を削設した構成で
ある。浅溝８０、８２を削設することで、ディスク係合片３０、４０に十分な弾力性と幅
広い可動域を確保することが可能であり、ディスクの脱着時に必要となる押圧力が軽減さ
れ、ディスクの脱着がスムーズに行える上、ディスク保持体の破損や、ディスク係合保持
時に適度な圧力で保持するのでディスクへかかる係合負荷も軽減することが可能となって
いる。
【００３２】
傾斜部９０は、円環補強部６２から基板５の平面に向かって一体的形成される凸条であっ
て、円環補強部６２のディスク中心孔接触面の両側端からコ字形貫穿７０に沿ってディス
クの縁端方向に、ディスク中心孔接触面の根元の略０．５ｍｍの高さから略８度の角度で
略Ｖ字型に形成されている。ディスク係合凸部３２、４２により係合されたディスク下面
の中心孔の内縁端が傾斜部９０に接することでディスクの係合圧入作業は完了して係合保
持される位置が決まるため、ディスクの磁気記録面が基板５から僅かに浮いた状態（略０
．５ｍｍ）で係合保持することが可能となる。ディスクの磁気記録面が基板５に非接触状
態で係合保持できるため、携行、搬送などの振動などでディスクが微動しても磁気記録面
を安全に保護することが可能となる。
【００３３】
　本実施例では、コ字形貫穿７０を切設して、ディスク係合片３０、４０と中心部２０を
離間して、更に、係合凸部の反対側面３４、４４に浅溝８０を設けたことにより、従来の
ディスク保持体と比較して、大きな弾力性と幅広い可動領域を確保したディスク係合片を
設けることが可能となった。このディスク係合片の弾力と可動領域により、ＣＤ、ＤＶＤ
、ＢＤなどの規格の異なる様々なディスクを一種類のディスク保持体でディスクトレイに
係合することが可能となり、更に、ディスク係合片が十分な弾力性を備えているため、係
合保存時にディスク中心孔に不要な圧力をかけずに適切な保持圧力で保存することを可能
としている。
【００３４】
　本発明に係るディスク保持体は、第一面（表側）のディスク係合片３０と、第二面（裏
側）のディスク係合片４０が表裏で独立して形成されており、第一面（表側）に加えられ
た係合圧力が第二面（裏側）のディスク係合片に影響を及ぼさないため、第一面（表側）
のディスクが係合された状態で第二面（裏側）のディスク係合片が拡径されることが無い
構成である。そのため、第一面（表側）にディスクを係合させた後に、第二面（裏側）を
係合させる際に、低圧力でスムーズに係合させることが可能となった。
【００３５】
　従来よりも弾力性を有する表裏で独立したディスク係合片を備えており、係合圧力が低
く抑えられているため、ディスクやディスク保持体を破損しない程度の適切な係合圧力で
容易に係合することが出来る構成である。また、第二面（裏側）のディスク係合片に拡径
が生じないので、ディスク中心孔とディスク保持体のセンタリングが容易であり、係合用
機械でディスクを係合させる際にエラーの発生を抑えることが可能となった。また、ディ
スク係合凸部３２、４２の挟持面３６、４６に傾斜を設けた構造であるため、弾力性のあ
るディスク係合片と挟持面の傾斜により、係合されたディスクが振動や衝撃などで離脱す
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【００３６】
　本発明に係るディスク保持体は、上記詳述したような構成であるため、生産ラインでの
ディスク係合作業において機械の作業ミスおよび商品の破損を軽減することが可能であり
、また、需要者によるディスクの係合・離脱も容易であり、保存状態においてはディスク
に負荷をかけない適度な係合圧力で保存することが可能である。更に、低圧力で係合・離
脱することが可能であるため、ディスク係合片に大きな負荷がかかることはなく、従来の
ディスク係合片よりも係合・離脱時の破損が軽減できるため、長期に亘っての使用に耐え
る構造である。
【符号の説明】
【００３７】
１　ディスク
３　ディスクトレイ
５　基板
１０　ディスク保持体
２０　中心部
３０　ディスク係合片
３２　ディスク係合凸部
３２ａ　係合凸部先端
３４　係合凸部反対側面
３６　挟持面
３８　基端
４０　ディスク係合片
４２　ディスク係合凸部
４２ａ　係合凸部先端
４４　係合凸部反対側面
４６　挟持面
６０　放射補強部
６２　円環補強部
７０　（切欠）コ字形貫穿
８０　第二面（裏側）浅溝
８２　第一面（表側）浅溝
９０　傾斜部
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